
月周回衛星「かぐや」の
データアーカイブ

および解析処理システム
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114年2月14日金曜日



月周回探査衛星「かぐや」
• 2007年9月14日打ち上げ
• 2009年6月11日制御落下
• 15種類の観測装置を用いて、月のあら
ゆるリモートセンシング観測を実行

•日本の月惑星探査機・科学衛星史上
最大のデータ量！！

214年2月14日金曜日



「かぐや」のデータ解析・公開系
データアーカイブ

かぐや（SELENE）データアーカイブ
かぐや解析データ表示システム
データ解析処理システム
LISM系サブシステム

統合データ解析システム（Digital Data Set）<=現在開発中
TSUKUYOMI
月光（次の講演）

P.I.チーム開発

314年2月14日金曜日



かぐやデータシステム
•かぐや（SELENE）データアーカイブ
•主要部分をVM移行作業中（年度内終了予定）
• LISM系サブシステム
•かぐや解析データ表示システム
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414年2月14日金曜日



かぐやデータシステムの特徴
•ユーザ向けのプロダクト検索・取得インターフェ
ースの充実（下記項目で検索可能）

• 観測機器
• 処理レベル
• 座標
• 時間
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514年2月14日金曜日



デモ
（PDSとの比較）

614年2月14日金曜日



TSUKUYOMI
AISTで開発・試験運用中のSP向けデータ検索解析システム

714年2月14日金曜日



SPデータの特徴
• プロダクトファイル内に、複数の観測点のスペクトル
データが、観測順に並んでいる。

• プロダクトファイル毎では領域検索がほぼ意味をなさ
ない。 
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Fig. 1. SP transects around Copernicus crater (D " 93 km) acquired 

between December 2007 and April 2009. Red and blue lines indicate SP 

transects by December 2008 and since January 2009, respectively.  

 

 
Fig. 2.  Continuum removed SP and earth-based4) spectra of Mare 

Serenitatis 2 and the central peak of Tycho. 

 

 

Fig. 3.  Continuum removed SP spectra of Daedalus and Jackson with 

that of Apollo sample 15415 (plagioclase anorthosite) 5). The vertical tick 

interval is 0.1. 

 

 

 

Fig. 4. Continuum removed SP spectra of central peaks of Copernicus and 

Tsiolkovsky craters. See Figure S1 of [2] for the location of CP1, 2, 3, and 

4. The vertical tick interval is 0.1. 

 

Matsunaga et al. 2009 http://www.selene.jaxa.jp/ja/equipment/tc_j.htm

814年2月14日金曜日

http://www.selene.jaxa.jp/ja/equipment/tc_j.htm
http://www.selene.jaxa.jp/ja/equipment/tc_j.htm


TSUKUYOMI
•（現状）SPデータに特化したWebGISシステム
• SPデータを各プロダクトファイルから測点毎に
分解し、データベースに格納
•観測座標（経緯度/Polar Stereo）による検索・
データ取得
•スペクトル特徴に基づくデータマイニング

914年2月14日金曜日



システム構成

OpenLayers
etc...

Apache

Mapserver

 InfoFrame
DWH Appliance
(Netezza)

SPデータラスターデータ

クライアント Web-GISサーバ DBサーバ
(&In Database Analytics)

ODBC

1014年2月14日金曜日



パフォーマンス（LatLon）
検索範囲 HIT数 所要時間

条件無し 70138483 5m21.162s

(-90.0,0.0) ‒ 
(90.0,360.0) 70138483 5m13.819s

(73.0,56.0) ‒ 
(74.0,57.0) 953 0m1.012s

(56.0,73.0) ‒ 
(56.1,73.1) 9 0m0.190s

1114年2月14日金曜日



パフォーマンス（Stereo N）
検索範囲 HIT数 所要時間

条件無し 11962854 0m53.472s

(-931391.4,-931391.4) ‒ 
(931391.4,931391.4) 1196592 0m50.827s

(-404000.0,658000.0) - 
(-403000.0,659000.0) 6 0m0.191s

1214年2月14日金曜日



パフォーマンス（Stereo S）
検索範囲 HIT数 所要時間

条件無し 12495505 0m52.606s

(-931391.4,-931391.4) ‒ 
(931391.4,931391.4) 12495505 0m53.252s

(-21000.0,-35000.0) ‒ 
(-20000.0,-34000.0) 76 0m0.219s

1314年2月14日金曜日



TSUKUYOMIデモ

1414年2月14日金曜日



「かぐや」のデータ解析・公開系
データアーカイブ

かぐや（SELENE）データアーカイブ
かぐや解析データ表示システム
データ解析処理システム
LISM系サブシステム

統合データ解析システム（Digital Data Set）<=現在開発中
TSUKUYOMI
月光（次の講演）

P.I.チーム開発

1514年2月14日金曜日


